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佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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元

気

い

っ

ぱ

い

の

子

ど

も

た

ち

＝

春

の

大

運

動

会

＝

六
月
五
日
、
管
内
の
小
中
学
校
で
春
の
大
運
動
会
が
行

わ
れ
、
徒
競
走
、
技
走
、
玉
入
れ
、
組
体
操
に
と
元
気
い

つ
ぱ
い
の
児
童
生
徒
匚
、
父
兄
か
ら
盛
ん
な
声
援
や
拍
手

回
送
石
机
、
春
の
空
に
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

主 な 内 容

２～３ むらの話題

４～５ カメラルポ

６～７ おしらせ

８～９ 原子力だより

１０～１１ 教育だより

１２～１３ 保健婦だより

１４～１５ 交母だより

１６ 国保のしおり

１７ 出稼ぎ現地の

みなさん
１８ 税務だより

年金だより

１９ 歳時記

２０ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
表

＝
佐
井
村
消
防
団
定
期
観
閲
式
＝

「
災
害
は

忘
れ
た
こ
ろ
に

や
っ
て
く
る
」

ひ
と
た
び
火
災
や
台
風
、
洪

水
や
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生

す
る
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
に
駆

け
っ
け
、
村
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
消
防
団
。

そ
の
役
割
は
非
常
に
大
き

く
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。

六
月
十
三
日
、
消
防
団
員
の

み
な
さ
ん
が
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
発
表
す
る
定
期
観
閲
式

が
、
ア
ル
ザ
ス
前
広
場
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
閲
式
に
は
、
団
員
二
百
人

の
う
ち
約
百
八
十
人
が
出
動
。

川
目
婦
人
消
防
協
力
隊
、
福
浦

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
加
わ
り
整

列
す
る
な
か
、
観
閲
者
に
よ
る

姿
勢
、
服
装
、
機
械
器
具
の
点

検
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
勇
壮
な

ま
と
い
振
り
、
息
の
あ
っ
た
ポ

ン
プ
操
法
、
川
目
婦
人
消
防
協

力
隊
に
よ
る
実
践
型
ポ
ン
プ
操

法
、
福
浦
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
消
火
栓
操
法
が
、
き
び
き

び
と
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
保
育
所
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
園
児
も
加
わ
っ
た
分

列
行
進
、
本
番
さ
な
が
ら
の
一

斉
放
水

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

と
、
来
賓
や
観
客
か
ら
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲姿勢・服装を点検する観閲者

▲勇壮なまとい振り

▼川目婦人消防協力隊のポンプ操法

表彰をうけたみなさん消

防

庁

長

官

表

彰

・
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彰
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井

村

消
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・

永
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本

団

分
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青

森

県

知

事

表

彰

・

永

年

勤

続

功
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前
第
六
分
団
部
長

大

石
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照
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清
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績
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績
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・
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石
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七
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ク
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中
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ク
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ク
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一
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萬
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中
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第
六
分
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内
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昇
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ク
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員

池
田
三
男

前
第
六
分
団
団
員

池
田
洋
一

第
七
分
団
団
員

柳
田
勇
市

ク

団
員

内
藤
正
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ク

団
員
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中
憲
吉

第
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団
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船
越
孝
夫

ク

団
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中
西
孝
徳



▲福浦少年消防クラブの消火栓操法

▲保育所園児も分列行進

▼本番さながらの一斉放水

ヒ
バ
や
杉
の
苗
木
を
植
樹

＝
平
成
三
年
度
植
樹
祭
＝

「
緑
で
つ
つ
も
う
み
ん
な
の
地

球
」
の
統
一
標
語
の
も
と
、
貴

重
な
森
林
財
産
を
後
世
に
残
そ

う
と
、
村
と
営
林
署
共
催
の
植

樹
祭
が
、
五
月
二
十
一
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
湯
ノ
川
越
国
有
林

六
八
林
班
に
四
小
班
が
植
樹
会

場
と
な
り
、
村
内
の
小
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
や
各
団
体
か
ら

約
百
人
が
参
加
。

営
林
署
作
業
員
の
指
導
を
受

け
、
参
加
者
全
員
で
杉
や
ヒ
バ

の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

▲記念標柱を建てる

▼苗木を植樹

アワビの稚貝を放流

佐井村漁協では、このほど殼長が

約 ３センチまで中間育成したアワビ

の稚貝約４万個を放流しました。

今回放流したアワビの稚貝は、１

年前に県栽培漁業公社なとがら、殼

長が約１５ミリはどのものを購入し、

中間育成施設で飼育してきたもので

す。

この日は、漁協組合員が沖へ出て、

そ れぞれ手渡されたアワビの稚貝

を、ていねいに放流してい ました。
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政
治
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下
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部
長
表
彰

・
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良
団
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章

第
一
分
団
部
長

磯
川
富
勝

第
二
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団
部
長

福
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義
一

第
三
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団
班
長

田
中
岩
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第
八
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団
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高
橋
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長
表
彰
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永
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勤
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退

団

者

）

前

消

防
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長

渋

谷

政

治

徇
第
二
分
団
部
長

松

谷

明

前
第
四
分
団
分
団
長

宮

川

茂

前
第
四
分
団
副
分
団
長

木

下

重

幸

前
第
六
分
団
部
長

大

石

義

照

前
第
六
分
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団
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池
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洋

一

前
第
七
分
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副
分
団
長

田

中

義
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前
第
七
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団
団
員

田
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彰
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前
第
八
分
団
団
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田
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七

五

三

長

後

小

中

学

校

児

童

生

徒

大間町長杯ゲートボール大会

一寿会Ａチーム優勝一
六
月
七
日
、
新
装
オ
ー
プ
ン

し
た
大
間
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

で
、
第
三
回
大
間
町
長
杯
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、

好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
に
先
だ
ち
、
神
事
が
行

わ

れ
、

こ

れ

か
ら

の

ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
の
無
病
息
災
と
老

人
の

健
康

が
祈
願

さ
れ
た
あ

と
、
さ
っ
そ
く
プ
レ
イ

ボ
ー
ル
。

試

合

は
、

大
間

町

か

ら
三

チ

ー
ム
、
佐
井
村
か
ら
四
チ
ー

ム
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
結
果
、
佐
井
村
の
寿
会

Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

▼
寿
会
Ａ
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

監
督
・
坪
谷

政
道
、
選
手
・

黒
沢

剛
、
長
島
市
郎
、
宮
木

栄
子
、
若
山
千
代
蔵
、
中
村
清

三



第

七

回

（
ｔ
一
）
刄

（
・
一
）（
作
一
）
奪

（
Ｗ

）

六
月
十
六
日
、
村
内

外
力
弓
大
勢
の
人
左
ち
が
集
ま
り
、
今
年

で
七
回
目
を
迎
え
た

″
が
ん
か
け
祭
り
二

刀
盛
大
口

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

が
ん
か
け
公

園
内
匸

設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
上

ン
で
は
、
地
元

矢
越
地
区
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
御
神
楽
」
で
才

－

フ

ニ
ン

ブ
。
恒

例
と
な
っ
た
「
Ｒ
Ａ
Ｂ

杯
カ
ラ
オ
ケ
選
手

権
佐
井
大
言
」口

は
、
今

年
も
遠
く
は
三

戸
市

、
弘
前
市
甘

匕
の
参
加
者
七
あ
り
三
十

名
刀

自
慢
の
ノ
ド
を
披
露
し
ま
し
た
。
午
後
甘

にっ
の
本
選
で
は

″
燮
の

１
．口
を
熱
唱
し
た
匸

戸
誠

一
郎
さ
ん
（

板
柳
町
）
が
見
事
口
優
勝
し
、

Ｒ
Ａ
Ｂ

杯
を
手
口

し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
ス

Ｔ
Ｉ

ジ
で
は
″
あ
あ
上
野
駅

々
で
知

う
れ
る
井
沢

八
郎

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、
牛
滝
漁
協
婦
入
部
の
み
な
さ
ん
の

踊
り
な
ど
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
ガ
お
祭
り
を
匳
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

が
ん
か
け
公
園
内
口
は
、
家
族
、
友
人

、
職
場
の
仲
間
が
、
炭

火
を
囲
ん
で
の
焼
肉
口
舌
づ
つ
み
を
打
つ

光
景
が
あ
ち
こ

ち
口

見

ら
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
熱
倡
す
る
み
な
さ
ん
や
、
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ

ー
ロ

盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。



人
と
人
と
の
交
流
を
め
ざ
し
て

第３回
『
昌

Ｕ
こ
な
い

』

回

際

因

縮

本
州
韭
端
の
こ
こ
佐
井
鉗
口
∧
冂
十
五
口
・
十
六
日
の
両
日
、

昨
年
口
引
き
続
き
、
弘
前
大
学
口
留
学
中
の
外
国
人
学
生
十
三
名

が
訪
ず
れ
、
国
際
交
蔗
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
来
村
し
た
の
は
、
弘
前
大
学
で
日
本
文
学
や
農
学
な
ど
を

学
ん
で
い
る
男
性
八
入
、
女
性
五
人
で
、
お
国
は
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
タ
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
台
湾
と
五
ヶ
国
。

留
学
生
の
一
行
は
、
最
初
回
佐
井
中
学
校
の
生
徒
言
父
流
。
初

め
は
ち
よ
っ
と
緊
張
ぎ
み
だ
っ
た
生
徒
た
ち
七
、
気
さ
く
な
人
柄

の
留
学
生
と
身
万
０
手
ぶ
り
で
会
話
す
る
う
ち
に
、
す
っ
か
り
打

ち
解
け
、
手
づ
く
り
の
ゲ
ー
ム
や
英
会
話
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
ア
ル

ザ
ス
の
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
を
会
場
口
、
青
年
団

や
婦
人
会
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し
て
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
か
れ
、
留
学
生
の
み
な
さ
ん
口
花
柬
を
贈
っ
て
歓
迎
。
佐
井
村

の
山
海
の
幸
を
味
わ
い
な
が
ら
、
子
ど
も
左
ち
の
日
本
舞
踊
タ
ク

シ
ス
な
ど
で
、
留
学
生
と
鉗
の
人
立
ち
回
一
緒
口
な
０
、
夜
遅
く

ま
で
国
際
交
流
の
饂
が
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
が
ん
か
け
祭
り
口
も
参
加
。
が
ん
か
け
公
園
口
集
ま

っ
た
み
な
さ
ん
か
ら
歓
迎
の
拍
手
を
受
け
、

」
緒
に
が
ん
か
け
祭

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。



特

別

保

証

制

度

を

実

施

し

て

い

ま

す

佐
井
村
で
は
、
地
域
中
小
企

業
の
経
営
の
安
定
と
発
展
を
図

る
た
め
、
青
森
県
信
用
保
証
協

会
と
協
調
し
て
、
次

の
よ
う
な

保
証
融
資
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
簡
易
小
口
資
金

保
証
金
額

五
〇
〇
万
円

期

間

五
年
以
内

利

息

年

率

八
・

二

○
％
以
内

保

証

抖

年

率

〇
・

九

五
％

▼
近
代
化
資
金

保
証
金
額

一
、
〇
〇
〇
万
円

期

問

七
年
以
内

利

息

年

率

八
・

〇

○
％
以
内

保

証

料

年

率

〇
・

九

五
％

▼
そ
の
ほ
か
青
森
県
信
用
保
証

協
会
で
は
、
利
用
者
の
二
し
ス

に
応
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
証
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
っ

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
せ
先

青
森
県
信
用
保
証
協
会
む
っ

支
所
昔
二
二
ｉ
一
二
〇
四
ま
た

は
役
場
地
域
振
興
課
昔
三
八－

ニ

ー
一
一
ま
で
。

青
空
市
を
開
催
し
ま
す

川
目
ほ
ほ
え
み
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
（
代
表
工
藤
ア
サ
）
で

は
、
今
年
も
七
月
か
ら
毎
月
一

の
っ
く
日
の
午
後
三
時
か
ら
、

ア
ル
ザ
ス
前
で
青
空
市
を
開
催

し
ま
す
。

そ
の
日
の
朝
に
収
穫
し
た
新

鮮
な
野
菜
を
安
価
で
販
売
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
目
で
見

る
県
政
バ
ス
」

参

加

者

募

集

中

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
年
も
「
目
で
見
る
県
政

バ
ス
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

▼
開
催
日

七
月
二
十
六
日
窗

▼
募
集
対
象
者
・
人
員

む
つ
市
、
下
北
郡
、
野
辺
地

町
、
横
浜
町
、
六
ヶ
所
村
在

住
の
二
十
歳
以
上
の
方
で
、

四
十
五
名
（
定
員
を
超
え

る

と
抽
選
）

▼
見
学
施
設

①
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

②
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

②
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費
用

無

料

▼
応
募
締
切

七
月
六
日
市

▼
問

い
合
せ

役
場
企
画
財
政
課

昔
（
三
八
）
二
一
一
一

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

（
別
称
・
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

が

発

売

さ

れ

ま

す

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
災
害
対
策
と
、
明
る

く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。

申
込
み
方
法
等
く
わ
し
い
こ

と
は
、
七
月
二
十
三
日
次
の
新

聞

（
朝
刊
）
紙
上
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

（
仮
称
）
森
林
体
験
科
学
館
と
地
域
一
円

心
名
称
決
定

「
森
林

体
験

館

」

「
フ

‘’
－

レ

‐７（

ト

パ

ー

ク

）

四

月
二

十

日

締

切

を

も

っ

て

村

民

の

み

な

さ

ん

か

ら
募

集

し

て

い

た

、

Λ

仮

称
▽

森

林

体

験

科

学

館

と

地

域

一
円

の
名

称

に

つ

い

て

、

次

の

と

お

り

応

募

が

あ

り

ま

し

た

。

▼

地

域

一
円

の

名

称

・

さ

い

ネ

イ

チ

ャ

ー

ガ

ー

デ

ン

（
佐

井

自

然

公

園

）

・

ウ

ッ

ド

ラ

ン

ド

（
木

の

国

）

・

さ

い

フ

ォ

ー

レ

ス

ト

パ

ー

ク

（

佐

井

森

林

公

園

）

・

バ

ラ

エ

テ

ィ

ー

ラ

ン

ド

（
多

目

的

の

国

）

・

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

ガ

ー

デ
ン

ふ

れ

あ

い

の

森

・

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

ゾ

ー

ン

ふ

れ

あ

い

の

森

・

村

民

（
下

北
）
体
力
増
進
施
設

▼
（
仮
称
）
森
林
体
験
科
学
館

の
名
称

・
元
気
館
・
ひ
ば
の
里
（
美
林

館
）
・
森
林
体
験
館

以
上
の
中
か
ら
、
地
域
一
円

を
「
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
パ
ー
ク
」

Λ
仮
称
▽
森
林
体
験
科
学
館
を

「
森
林
体
験
館
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

○
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
パ
ー
ク

こ
の
施
設
に
は
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
全
天
候
）
二
面
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
一
面
が
あ
り
、
使

用
料
は
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。



母

子

家

庭

の

方

々

の

た

め

に

Λ
児
童
扶
養
手
当
▽

▼
支
給
対
象

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
父
が
心

身
に
障
害
の
あ
る
場
合
に
、
そ

の
児
童

を
養

育
し
て

い
る
母

（
ま
た
は
養
育
者
）
に
対
し
て

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。た

だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
た
り
、
母
（
ま
た
は
養
育

者
）

も
し
く
は
児
童
が
国
民
年

金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）
、

厚
生
年
金
、
恩
給
な
ど
の
公
的

年
金
を
受
け
て

い
る
と
き
、
ま

た
は
児
童
が
年
金
の
加
算
の
対

象

に

な

っ

て

い

る

と

き

は

支

給

さ

れ

ま

せ

ん

。

な

お

、

昭

和

六

十

年

八

月

一

日

以

降

に

支

給

要

件

に

該

当

す

る
こ

と

と

な

っ

た

人

に

つ

い

て

は

、

支

給

要

件

に

該

当

し

た

日

か

ら

、

五

年

を

経

過

し

た

場

合

に

は

、

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

を

除

き

、

認

定

請

求

が

で

き

な

く

な

り

ま

す

。

▼
手

当

額

（
平
盛
二
年
四
月
現
在
）

（
所

得

制

限

が

あ

り

ま

す

。
）

Λ

特

別

児

童

扶

養

手

当
▽

▼
支

給

対

象

精

神

ま

た

は

身

体

に

障

害

の

あ

る

二

十

歳

未

満

の
児

童

を

監

護

す

る

父

ま

た

は

母

、

も

し

く

は

そ

の

養

育

者

に

特

別

児

童

扶

養

手

当

が

支

給

さ

れ

ま

す

。

た

だ

し

、

対

象

児

童

が
施

設

等

に

入

所

し

て

い

る
場

合

は
支

給

さ

れ

ま

せ

ん

。

▼
手

当

額

手

成
三
年
四
月
現
在
）

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

Λ
母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
▽

母
子
家
庭
・
寡
婦
に
対
し
、

経
済
的
自
立
の
助
成
と
生
活
意

欲
の
助
長
を
図
る
た
め
、
各
種

資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。各

種
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Λ
母
子
休
養
ホ
ー
ム
▽

母
子
家
庭
の
方
々
が
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
休
養

の
た
め
に
利
用
で
き
る
施
設
で

す
。

＜ 母 子 休 養 ホ ー ム ＞

母子家庭の方々が、レ クリエーションその他休養のために利用できる施設です
Ｏ

＝ご協力ください＝

事業 所 統 計 調 査

商 業 統 計 調 査

７月１日現在で実施

利
用
し
た
い
方
は
、
森
林
体

験
館
へ
申
し
込
み
、
許
可
を
受

け
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
地
域
振
興

課
（
９

二
八
－

二
一
一

匸

ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
森
林
体
験
館

こ
の
施
設
は
、
森
林
に
関
す

る
機
械
を
利
用
し
た
科
学
的
展

示
物
と
、
模
型
と
パ
ネ
ル
や
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
森
林
と
人
間
に

係
わ
る
展
示
や
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
、
木
と
の
ふ

れ
あ
い
を
も
て
る
体
験
実
習
施

設
で
す
。

平
成
四
年
三
月
の
全
面
オ
ー

プ
ン
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
年
八
月
に
は
体

験
実
習
の
で
き
る
施
設
を
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

施
設
の
利
用
な
ど
、
詳
し
い

こ
と
は
役
場
地
域
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
一
回
「
あ
お

も
リ

シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ

‐
１
」団
員
募
集

＝

応

募

要

領

＝

応

募

資

格

…

…

次

に

該

当

す

る

も

の

で

あ

っ

て

村

長

の

推

せ

ん

を

受

け

た

者

」〕」

村

内

に

居

住

す

る
満

六

十

歳

以

上

（
平

成
一
二
年

十

一

月

一

日

現

在

）

の
者

凵

船
内
及

び
陸
上
生
活
に
適
応
で

き
る
心
身
と
も
に
健
康
な
者

日

セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待

さ
れ
る
者

。

▼

実

施

期

間

平
成
三
年
十
一
月
三
日
㈲
～
十

一
月
六
日
水
ま
で
三
泊
四
日

▼

募

集

人

員

一
一
名

▼

参

加

費

用

（
一

人
一
二
万

円

）

そ

の

他

の

費

用

と

し

て

出

港

時

、

帰

港

時

の

自

宅

と

の

間

の
交

通

費

。
健

康

診

断

料

。

▼

参

加

申

込

に

つ

い

て

平

成
一
二
年

七

月

十

日

か

ら

八

月

九

日

ま

で

▼

使

用

船

舶

に
っ

ぽ
ん
丸
（
二

二
〇
〇

〇
匸

▼

日

程

及

び

コ

ー

ス

十

一

月
一
二
日

青

森

港

出

港

（
十

五

時

）

船

上

泊

十
一
月
四
日
洋
上
研
修

船
上
泊

十

一

月

五

日

東

京

晴

海

埠

頭

着

（
八

時

）

鬼

怒

川

泊

十

一

月

六

日

陸

上

研

修

青

森

駅

着

・

解

散
（
十

九

時

）

▼

問

い
八
口
せ

」无

住

民

福

祉

課

福

祉

係

昔

こ
二
八

）
一
一
一

一

一

▼

目

的

高

齢

者

の

生

き

が

い
対

策

と

し

て

、

参

加

者

が
船

上

等

で

の

各

橦

研

修

や

共

同

生

活

な

ど

を

通

じ

て

自

己

研

鑚

に

励

み

、

多

く

の
仲

間

と

交

流

を

深

め

る
こ

と

に

よ

り

、

生

き

が

い

の

高

揚

と

社

会

参

加

活

動

へ

の
助

長

に

努

め

る
と

と

も

に
今

後

の

地

域

活

動

の

活

性

化

に
貢

献

す

る
こ

と

を

目

的

と

し

、

今

回

初

め

て

行

わ

れ

る

も

の

で

す

。



大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
の
動
き

大
間
原
子
力
発
電
所
計
画
匚
つ
い
て
、
昨
年
甘
匕
の
動
き
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
大
間
町
の
動
き
に
つ
い
て

①
漁
恊
の
動
き

▼
大
間
漁
協

大
間
漁
協
で
は
、
現
在
「
原

発
交
渉
委
員
会
」
（
平
成
元
年

三
月
設
置
）
が
、
補
償
交
渉
準

備
の
た
め
、
漁
業
補
償
や
漁
業

振
興
に
関
す
る
調
査
・
検
討
な

ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

▼
奥
戸
漁
協

原
発
対
策
委
員
会
は
、
将
来

の
大
規
模
な
漁
業
振
興
を
行
う

た
め
の
試
験
・
調
査
と
、
漁
業

と
原
発
が
共
存
で
き
る
か
の
調

査
・
研
究
を
終
え
て
「
漁
業
と

原
発
の
共
存
は
可
能
」
と
す
る

最
終
報
告
を
、
平
成
三
年
五
月

に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
六
月
十
二
日

の
臨
時
総
会
で
、
電
源
開
発
と

の
交
渉
窓
口
で
あ
る
交
渉
委
員

会
設
置
案
が
「
反
対
」
九
十
六

「
賛
成
」
九
十

二

無
効
二
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
進
め
方
は
、
原
発
対

策
委
員
会
で
協
議
す
る
予
定
で

す
。

②
土
地
の
動
き

一
昨
年
十
月
、
電
源
開
発
株

式
会
社
よ
り
大
間
・
奥
戸
両
地

区
地
権
者
代
表
委
員
会
に
提
示

さ
れ
た
土
地
価
格
に
つ
い
て
、

昨
年
三
月
同
委
員
会
で
承
認
さ

れ
、
同
四
月
よ
り
個
別
地
権
者

と
会
社
と
の
間
で
土
地
売
買
契

約
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
圜
七
月
か
ら
順
次
売

買
契
約
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、

現
在
約
八
割
の
契
約
が
完
了
し

て
い
る
状
況
で
す
。

③
町
（
行
政
）
の
動
き

昨
年
四
月
「
第
三
次
大
間
町

総
合
計
画
」
を
ペ
ー
ス
に
、
原

発
立
地
を
契
機
と
し
た
町
づ
く

り
の
青
写
真
と
し
て
策
定
さ
れ

た
「
大
間
町
地
域
振
興
構
想
」

を
、
町
政
懇
談
会
等
の
場
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

ぼ
三
ヶ
町
村
協
議
会
の
動
き
に
っ
い
て

三
ヶ
町
村
協
議
会
（
平
成
元

年
十
月
設
置
）
は
、
昨
年
五
月

に
平
成
二
年
度
の
活
動
方
針
を

採
択
し
、
原
発
の
安
全
性
、
風

評
被
害
及
び
原
発
と
北
通
り

三
ヶ
町
村
と
の
共
存
共
栄
（
地

域
振
興
）
の
検
討
を
中
心
に
活

動
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
北
通
り
六
漁
協

連
絡
協
議
会
の
動
き
に
つ
い
て

北
通
り
六
漁
協
連
絡
協
議
会

は
、
北
通
り
地
域
の
漁
業
と
原

発
と
の
共
存
共
栄
を
探
る
た
め

北
通
り
地
域
の
漁
業
に
共
通
す

る
点
を
と
ら
え
、
漁
業
振
興
に

つ
い
て
の
調
査
・
検
討
を
続
け

て
い
ま
す
。

▼浜岡原子力発電所視察研修（平成２年１０月２３日～２５日）



④
当
村
の
動
き
に
つ
い
て

①
議
会
の
動
き

議
会
は
、
平
成
二
年
三
月
十

二
日
に
開
催
さ
れ
た
「
大
間
原

発
対
策
特
別
委
員
会
」
に
お
い

て
、
「
安
全
性
と
防
災
に
つ

い

て
」
・
「
風
評
被
害
に
つ
い
て
」

の
中
間
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
二
年
度
の
活
動

と
し
て
は
、
泊
地
点
等
の
先
例

地
視
察
や
首
都
圏
コ
ー
プ
等
と

意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

②
漁
恊
の
動
き

平
成
元
年
度
か
ら
水
産
振
興

試
験
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
例
地
視
察
研
修
に

お
い
て
は
、
平
成
二
年
度
実
績

と
し
て
、
十
二
班
二
百
七
十
二

名
参
加
し
て
い
ま
す
。

③
行
政
の
動
き
と

今
後
の
進
め
方

村
で
は
、
原
子
力
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
村
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に

先
例
地
視
察
や
講
演
会
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
先

例
地
視
察
に
お
い
て
は
、
未
視

察
者
を
中
心
に
、視
察
目
的
（
風

評

被
害
・
地

域

振

興
等
）

を

絞
っ
て
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。
講
演
会
に
お
い
て
は
「
こ

ん
ぶ
の
話
」
「
放
射
線
と
人
体
」

等
の
内
容
で
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

今
後
、
村
と
し
て
は
先
例
地

視
察
・
講
演
会
等
を
通
じ
、
村

民
の
み
な
さ
ん
に
原
子
力
へ
の

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
原
子
力
発
電
所
計
画

の
動
向
に
つ
い
て
随
時
お
知
ら

せ
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

ご
意

見
を
承
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
二
年
度
活
動
実
績
）

▼
先
例
地
視
察
人
数

八
〇
二
人
（
役
場
五
十
、
議

会
十
八
、
漁
協
二
六
三
、
そ

の
他
四
七

二

▼
講
演
会
・
説
明
会
の
演
題

・
過
疎
を
逆
手
に
と
る

・
電
源
立
地
と
地
域
振
興

・
原
子
力
の
安
全
性
に
つ
い
て

・
地
域
振
興
に
つ
い
て

・
地
球
環
境
と
干
不
ル
ギ
ー

・
于
不
ル
ギ
ー
と
放
射
線
（
二

回
）合

計
七
回
実
施

▼
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
付

・
干
不
ル
ギ
ー

Ｋ
ｉｎ
ｋｏ
ｎ
ｋａ
ｎ

・
知
っ
て
い
ま
す
か
放
射
能

・
み
ん
な
で
考
え
よ
う

わ
た
し
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
そ
の
他

▲柏崎原子力発電所視察研修（平成２年７月３日～５日）

▼東海原子力発電所視察研修（平成３年２月２１日～２３日）



赦
育
だ
よ
う

福
浦
小
学
校
に

辺
地
教
育
助
成

こ
の
ほ
ど
、
福
浦
小
学
校
に

対
し
て
、
財
団
法
人
「
は
あ
と

記
念
財
団
」
か
ら
、
研
究
助
成

金
三
十
五
万
円
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
財
団
は
、
毎
年
初
等
中

等
教
育
及
び
社
会
福
祉
事
業
に

対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
、
へ
き
地
教
育

助
成
の
一
環
と
し
て
、
へ
き
地

教
育
水
準
向
上
の
た
め
「
環
境

の
異
な
る
よ
り
規
模
の
大
き
い

学
校
と
の
交
流
に
関
す
る
研

究
」
に
対
し
て
贈
呈
さ
れ
た
も

の
で
す
。

福
浦
小
学
校
で
は
五
年
前
か

ら
、
む
つ
市
立
第
二
田
名
部
小

学
校
と
の
交
流
学
習
を
進
め
て

き
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

異
な
っ
た
環
境
の
中
で
の
実
体

験
に
よ
っ
て
、
物
の
見
方
、
感

じ
方
、
考
え
方
に
広
が
り
が
出

て
き
た
と
こ
ろ
成
果
が
見
ら
れ

ま
す
。

今
年
度
は
、
演
劇
鑑
賞
教
室

や
合
同
学
習
、
集
会
活
動
な
ど

の
交
流
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲福浦小中学校

▼福浦小中学校の運動会

函
館
・
下
北
婦
人
交
流
研
修
会

六
月

六

日
・
七

日

の
二

日

間
、
津
軽
海
峡
を
は
さ
む
道
南

（
函
館
市
二
戸
井
町
、
恵
山
町
、

南
茅
部
町
、
椴
法
華
村
）
と
下

北
（
大
間
町
、
風
間
浦
村
、
佐

井
村
）

の
婦
人

の
代
表
が
集
ま

り
、
第
十
一
回
「
函
館
・
下
北

婦
人
交
流
研
修
会
」

が
函
館
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
に
は
、
佐
井

村
か
ら
の
四
人
を
含
む
四
十
八

▼婦人交流研修会

佐

井

村

中

央

公

民

館

選

俳

句

（
海
胆
漁
六
句
）
西
谷

豊
彦

船
外
機
高
鳴
り
海
胆
の
寵
漁
へ

波
わ
け
し
海
胆
漁
舟
の
朝
日
浴
び

海
胆
割
り
て
共
に
稼
ぎ
を
語
り

つ
つ

海
胆
頼
む
魚
不
漁
の
沖
眺
め

海
胆
漁
の
伝
票
見
せ
合
う
魚
市
場

漁
を
問
う
指
先
赤
し
海
胆
の
渋

菊
池

み
や

思
い
出
の
又
遠
く
や
桐
咲
き
て

時
鳥
細
き
雨
降
る
湯
の
宿
に

（
左
一
句
大
間
温
泉
）

川
岸
キ
ヨ
子

満
ち
盛
る
若
葉
吾
が
身
を
包
み

け
り

良
き
目
覚
め
初
鴬
の
声
そ
こ
に

朝
霧
に
濡
れ
し
藤
房
八
分
咲
き

白
椿
綻
び
初
め
し
美
容
院

石
戸
美
矢
子

夏
の
雨
木
々
の
動
き
に
風
少
し

鳥
防
ぐ
網
に
落
ち
く
る
桐
の
花

送
ら
れ
し
空
豆
囲
み
茶
を
勧
め

ま
ど
ろ

か
つ
こ
う

微
睡
み
に
郭
公
の
声
遠
ざ
か
り

途
切
れ
な
く
蛙
の
声
の
弾
む
夜

浜
中

よ
ん

夏
雨
に
濡
れ
て
も
競
う
子
等
強
し

花
蕾
好
み
群
が
る
蟻
憎
し

鉄
線
花
色
そ
め
群
れ
て
今
盛
り

ラ
イ
ラ
ッ
ク
生
け
て
再
び
香
に

酔
い
し

夏
菊
の
早
咲
き
夢
に
し
手
水
打
つ

田
名
部
ヒ
サ

落
日
の
余
韻
仄
か
に
浜
豌
豆

断
崖
に
夕
霧
淀
み
岩
燕

タ
イ
ヤ
跡
つ
け
て
大
車
草
立
ち

上
り

白
々
と
墓
地
を
取
り
ま
く
尺
の
花

オ
ブ
ラ
ー
ト
に
似
た
昼
月
や
遠

郭
公

都
忘
れ
咲
い
て
は
都
は
遙
か
な
り

犬
手
毬
雨
に
打
た
れ
形
崩
れ

虎
杖
に
隠
れ
し
墓
の
二
基
三
基

郭
公
の
谺
背
に
し
て
山
降
る

攻
瑣
や
刺
を
隠
し
て
香
を
放
つ

（
金
華
山
に
了

体
擦
り
人
を
恋
う
る
や
孕
み
鹿

寄
木
に
腰
か
け
る
男
女
や
島
は

初
夏

短

歌川
岸
キ
ョ
子

・
一
夜
な
か
朱
実
も
紅
葉
も
音

た
て
る
狂
乱
の
風
冬
の
兆
か

か
げ

ま
ば
ゆ

・
夕
光
の
な
か
に
眩
く
二
つ
三
つ

深
紅
に
染
ま
る
山
茶
花
の
い
ろ

銀
杏
を
口
を
含
め
ば
ほ
つ
ほ
つ

と
甘
き
香
味
の
広
ご
り
て
ゆ
く

（
ベ
ー
ト
し
ベ
ン
）
演
奏
会

・
も
の
言
え
ば
第
九
の
余
韻
逃

げ
ん
と
て
只
黙
々
と
帰
路
に
向

い
り



名
が
参
加
。
お
互
い
の
ま
ち
を

理
解
し
よ
う
と
、
民
謡
や
踊
り

を
披
露
し
合
い
な
が
ら
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
才
能
開

発
教
育
研
究
財
団
顧
問
の
秋
山

修
世
先
生
の
「
し
ょ
っ
ぱ
い
河

を
渡
る
：
：
未
知
と
の
交
流
」

と
題
し
か
講
演
を
聞
き
、
さ
ら

に
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
北
方
民
族
資
料

館
、
石
川
啄
木
資
料
館
や
旧
函

館
区
公
会
堂
を
視
察
し
、
昼
過

ぎ
に
函
館
を
離
れ
研
修
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
風
間
浦
村
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
婦
人

の
方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

函
館
・
下
北
青
年
交
流
会

五
月
十
八
日
・
十
九
日
の
二

日
間
、
北
海
道
恵
山
町
を
会
場

に
、
道
南
地
方
の
五
市
町
村
と

下
北
地
方
（
大
間
町
・
風
間
浦

村
・
佐
井
村
）
の
青
年
達
が
集

い
第
三
回
函
館
・
下
北
青
年
交

流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
両
地
域
の

経

済
・

交
化

等

の
認

識
を
深

め
、
相
互
交
流
の
促
進
を
図

る

趣
旨
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

佐
井
村
か
ら
は
、
連
合
青
年

団

（
団
長
宮
川
鉄
也
）

の
五
名

が
参
加
し
、
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」

販
売
事
業
協
議
会
で
開
発
し
た

ひ
ば
の
加
工
製
品
を
持
参
し
て

Ｐ
Ｒ
に
一
役
か
い
ま
し
た
。

▼「ラブリーさい」をＰＲ ／

「
舟

こ

ぎ

競

争

」
で

交

流

１
南
茅
部
町
ふ
る
さ
と
祭
り
Ｉ

六
月
八
日
、
第
十
一
回
南
茅

部
町
ふ
る
さ
と
祭
の
中
で
実
施

さ
れ
た
「
舟
こ
ぎ
競
争
」
へ
、

磯
谷
青
年
会
（
会
長
新
田
徳
治
）

か
ら
六
名
の
青
年
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
郷

土
芸
能
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、

花
火
大
会

が
盛
大
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
な
か
、
ま
つ
り
の
メ
イ

ン
イ

ベ
ン
ト
「
舟
こ
ぎ
競
争
」

が
始
ま
り
、
磯
谷
青
年
会
は
職

場
対
抗
の
部
に
出
場
。
最
後
ま

で
頑
張
り
ま
し
た
が
第
五
位
の

成
績
で
し
た
。

▲舟こぎ兢々

第 ３０ 回
佐 井 村 民 体 育大 会
と き刀 月７日向

１．８：３０～

ところ准 井小グランド

薪

言

上

山

実

・

初

日

影

き

ら

り

と

庭

に

映

ゆ

る

時

何

気

な

く
見

る
石

の

美

し

・

早

々

と

初

荷

届

け

る

運

転

手

の

潮

騒

よ

り

も

声

高

く

し

て

・

新

し

き

畳

の

部

屋

に

招

か

れ

て

満

て

る

心

に
年

改

た

ま

る

大

石

健

次

郎

（
昭
和
四
十
年

・
わ

れ
漁
夫

た
り
）

・

冬

海

の

ゆ

う

べ
帰

り

て

潮

荒

れ

の

ざ

ら

つ

く

双

つ

の

掌

を

温

め

ぬ（
当

時
、

海
上

よ
り

帰

北
白

鳥

を

み

言

・

北

へ
帰

る
白

鳥

の
声

の
わ

び
澄

み
に

釣
り

の
手

止

め

て
群

を
見

送

る・

青

海
を

真
北

へ
期

け

る
白

鳥

の

耀

よ
う
群

か
げ
点
と

な
り

ゆ
く

こ
あ
お

と

・

海

ば

ら
の

濃
青

の
上

期

ぶ
白

鳥

の
む

れ
声
ひ

び
き

北
へ
遠

の
く

・

天

は

る

か

幻

に

似

し

白

き

鳥

北

目
指

し

つ

つ
気

流

に
乗

り

て

・

極

北

の

湿

原

に
花

ひ

ら

く

夢

白

鳥

帰

ら

ん

日

日

近

づ

き

ぬ

・

極

北

の
白

夜

の

花

咲

く

ツ

ン

ド

ラ

に

白

鳥

帰

る

虚

空

は

碧

し

（
昭
和

五
十
七
年

六
月
・
尻
屋

崎
）

・

本

州

の

地

表

だ

え

果

つ
尻

屋

崎

潮

か

ぜ

巻

き

て

燈

台

濡

る

る

・

尻
屋

野

の
起

伏

の
果

の
沈

み

ゆ

く
海
茫
々
と
し
て
島
影
も
な
し

・
雨
し
ぶ
く
岬

の
影
の
寒
立
馬

黒
瞳
を
張
り
て
首
ゆ
す
り
っ
っ

・

寒
立
馬
あ
ら
き
毛
並
み
に
雨
零

し
た
た
り
落
と
し
親
仔
動
か
ず

・
雨
と
も
な
う
風
濤
沖
よ
り
押
し

っ
っ
む
突
端
沈
む
こ
こ
尻
屋
崎

・
「
あ
き
ら
め
の
旅
」
と
刻
ま
れ
歌

碑
ひ
と
っ
面
哂
っ
っ
濤
鳴
る
崎
に

・
見
か
え
れ
ば
雨
に
掻
き
消
ゆ
要
吉

碑
わ
び
し
き
も
の
よ
わ
れ
の
文
学

・
秋
の
陽
の
溜
り
の
岩
場
に
遅
咲

き
の
大
文
字
草
ひ
と
株
が
あ
り

・
海
に
向
く
道
の
崖
場
に
む
ら

が
り
て
陽
を
弾
き
つ
つ
（

マ
ニ

ガ
ナ
咲
く

後

記

・
今
月
号
休
稿
の
予
定
で
し
た

が
、
数
人
の
方
か
ら
送
稿
が
あ

り
、
掲
載
。
そ
の
為
に
余
白
が

あ
り
、
私
の
旧
作
を
多
く
し
ま

し
た
が
貴
重
な
紙
面
を
独
占
し

た
感
が
あ
り
、
後
味
が
悪
い
。

・
次
号
送
稿
－

七
月
十
一
一
日
必

着
。
電
話
で
も
受
付
け
、
書
き

と
め
る
。
宛
名
－

住
所
－

返
稿

用
切
手
は
お
忘
れ
な
く
。

（

Ｋ

）



保 健 婦 だより

結 核 検 診
肺 が ん 検 診
基本健康診査
（循環器検診）

セットで

受けましよう

①
平
成
二
年
度
の
検
診
結
果

平
成
二
年
度
、
結
核
・
肺
が

ん
検
診
及
び
基
本
健
康
診
査
を

受
け
た
大
は
、
結
核
コ

○
○

三
人
、
肺
が
ん
八
六
九
人
、
基

本
健
診
六
六
八
人
で
、
昨
年
に

比
べ
各
種
検
診
と
も
受
診
率
が

増
え
ま
し
た
。

新
規
事
業
の
肺
が
ん
検
診
は

受
診
率
五
六
・
七
％
と
、
他
の

検
診
よ
り
高
か
っ
か
。

そ
れ
に
比
べ
て
結
核
検
診
は

年
々
受
診
率
が
下
が
り
、
特
に

三
十
九
才
未
満
の
受
診
数
一
一

五
人
と
前
年
度
よ
り
六
十
二
人

も
少
な
い
。
肺
が
ん
検
診
と
合

わ
せ
て
実
施
し
た
た
め
か
、
若

い
大
が
関
係
な
い
と
思
い
受
診

し
な
か
っ
た
の
が
原
因
と
思
わ

れ
る
。

各
地
区
で
の
受
診
状
況
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

基
本
健
診
で
は
、
全
地
区
三

〇
％
を
越
え
、
福
浦
地
区
が
受

診
率
五
〇
％
を
越
え
ま
し
た
。

肺
が
ん
検
診
は
、
原
田
、
矢

越
地
区
を
除
い
て
五
〇
％
を
越

え
、
福
浦
、川
目
地
区

が
八
〇
％

を
越
え
ま
し
た
。

結
核
検
診
は
、犬
佐
井
、
原
田
、

矢
越
、
牛
滝
地
区
を
除
い
た
地

区

が
五
〇
％
を
越
え
ま
し
た
。

男
女
別
で
は
、
各
種
検
診
と

も
男

性

の
受

診
率

は
三

〇
％

で
、
男
性
の
受
診

が
少
な
く
、

関
心

が
う
す
い
こ
と
が
、
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

膕２年度鉢斯汗 齟ん齟・齟齟
豺 区ごとの髓 ㈲

１
日
邱

８
日

康
相
談
日

猟

こ

尚

２６
日
蚩

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

結
核
検
診
・
肺
が
ん
検
診

及
び
基
本
健
康
診
査

９
日
次

川
目
・
原
田
地
区
を

対
象

場
所

川
目
生
活
改
善
セ
ン

受
付
時
間

午
前
９
時
３０
分

～
午
前
‥且
時

場
所

原
田
生
活
改
善
セ
ン

受
付
時
間

午
後
１
時
３０
分

～
午
後
３
時

１０
日
米

長
後
・
福
浦
地
区
を

対
象

場
所

長
後
生
活
改
善
セ
ン

受
付
時
間

午
後
９
時
３０
分

～
午
前
］１１
時

場
所

福
浦
生
活
改
善
セ
ン

受

付

時

間

午

後

１

時

３０

分

～

午

後

３

時

１１

日

米

矢

越

・

磯

谷

地

区

を

対

象

場

所

矢

越

生

活

改

善

セ

ン

受

付

時

間

午

前

９

時

３０

分

～

午

前

‥ｎ

時

場

所

磯

谷

漁

民

セ

ン

タ

ー

受

付

時

間

午

後

１

時

３０

分

～

午

後

３

時

１２

日

蚩

牛

滝

地

区

対

象

場

所

牛

滝

福

祉

館

受

付

時

間

午

前

１０

時

～

午

前
一
１１１１一
時

３０

分

１６

日

次

リ
（

ビ

リ

教

室

場

所

ア

ル

ザ
ス

時

間

午

後

１

時

～

３

時

１８

日

附

川

目

地

区

看

護

教

室

及

び

食

生

活

講

習

会

場

所

川

目

生

活

改

善

セ

ン

時

間

午

前

９

時

～

午

後

２

時

刀
一
日

㈲

妊

婦

検

診

及

び
母

親

教

室



②
セ
ッ
ト
で
検
診
を
受
け
よ
う

各
検
診
ご
と
に
一
つ
一
つ
実

施
し
て
い
た
の
を
、
今
年
度
よ

り
基
本
健
康
診
査
と
合
わ
せ
て

結
核
・
肺
が
ん
検
診
も
い
っ

し
ょ
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
回
で
三
つ
の
検
診
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
は
、
住
民
に
と
っ

て
便
利
で
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

各
地
区
の
日
程
は
、
表
２
の

と
お
り
で
す
。

保
健
協
力
員
が
申
込
み
の
受

付
に
伺
い
ま
す
。
申
込
み
用
紙

が
届
か
な
い
場
合
は
、
役
場
・

住
民
福
祉
課
・
保
健
衛
生
係
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

表２ 基本健康診査・結核検診・肺がん検

診各地区ごとの日程表

場
所

役
場
和
室

時
間

午
前
１０
時
～

２９
日
㈲

乳
児
相
談
・
離
乳
食

調
理
実
習

時
間

午
前
１０
時
～
正
午

場
所

役
場
和
室

対
象

平
成
２
年
１１
月
～
１２

月
・
平
成
３
年
１
月

～
３
月
生

３０
日
次

老
人
健
康
教
室

場
所

が
ん
か
け

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

雨
天
の
場
合
は
、
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
す
。

２５
日
床

結
核
・
肺
が
ん
検
診

２６
日
韲

｝
両
佐
井
地
区
対
象

結
核
検
診
・
肺
が
ん
検
診
（
両
佐
井
）

検
診
申
込
み
用
紙
が
来
な

か
っ
た
方
で
も
受
け
た
い
方

は
地
区
の
協
力
員
ま
た
は
役

場
保
健
衛
生
係
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

シ Ｕ づ 健 康 情 報 ①

今 回 よ 引 建⑩ 鵑報 と い う こ と で コ 建康 に

関 す る い ろ い ろ な 情報 を 提 供 し ま寸 。

第 １ 回 は 「爪 の 健康 を 考え る 」 で す。

Ｑ１ 爪の 色や形 の変化を みるこ とによって、

健康状態 を知 る手 がかりになる というの は本当 か

Ａ 私たちは、爪 を

切 るときやマ ニキュア を

す るとき、日常 生活上 な 図
爪の構`“＝

にげ なく爪を見 ます。 爪 ゛

の色 や形 がおかし くなっ

たり、 硬さが変 わっ たり 爪甲

す れば、すぐ気がっ くは 螽７
；

ずで す 心

牛

こ のように、爪に現 れ

る変化 には、皮膚のし わ

と同 じように老化現象 か ″ “゙

らくるものと、爪その も

のの病気 や内臓の病気が

爪の異常 として現 れて く Ｔ

るものがあり ます。爪は、 爪床 爪毋

あ 味 人 人

☆

生 の年 輪を表現してい る

もので あり、現在の健康

状 態を知 る１つの目安 と

い って よいです。

Ｑ ２ 爪は皮膚なの か、骨 なの か、爪 そのもの

の構造 につい て聞き たい。

Ａ 爪は皮膚の表面 の角 質層 が変化 したもの

で、ケラチン という 硬い タンパク質からできて（生

きた細 胞はない）い わば皮膚 の付属 物といえる。

爪の構 造は図の とお りで す。

爪は、 １日 に０．１～０．１５ミリメ ート ルの びると

い われている。しかし、 のびる速 さは個 人差があ

り、 栄養状態な どによって異 なる。赤 ちゃんから

２０歳頃 まで爪の発育が よく、 その後は年 齢ととも

に遅 くなり、から だ全体 の成長 と関係 がある。

Ｑ ３ 健康な爪の色・形・硬 さとはどうい うこ

とか。

Ａ 爪の色は、爪 の本体 の透明 度、 爪甲と爪

床 の密 着具合、爪床表皮 の厚 さ、血 液の流れの状

態 などによって左右 される。

正常 な場合は光沢 のあ るピ ンクの色で 、爪半月

の部分では爪床 との密着度 がゆるく、柔 らかく、

透明 度が高いので、爪床 の色の変化 がよくわかる。

爪の硬さは、含 まれる水分の量 やケラチ ンの組

成 によって変 わる。 水分 の保 有量 は先 端にいくほ

ど少なくなり、爪 は割 れやすくなる。一 般に、乳

幼 児は爪が柔らか く弾力 に富 むが、老 人になると

硬く、もろくなる。

Ｑ ４ 爪の形や色の変化 、異常 はどの ようなと

きに現 れるか。

Ａ 爪の半月が大 きくはっきり出ていれば健

康で これが見え なくなると病気 があ る、とは昔か

らよくい われている。 しかし、爪の半月がかくれ

て 全く見えなくて も健康 な人は、たくさんいる。

爪の半月の大小 は病気 のバロ メーターとはならな

い ので 、神経質 になる必要 はない。

爪の形 や色の変化 （異常） は、次 のような場合

におこる。

①外 部からの刺激 を受け たとき 圧迫、外傷

② ほかに皮膚病があ るときー その皮膚 病と同じ

ものが爪の下に もで きてお り、爪が変形 すること

があ る。

③ 全身的な病気があ るとき一 慢性 の内臓 がある

と爪に影響が出て くる。こ の場 介の変化 は、すべ

て 爪に現れてくる。



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

ス

ト

ッ

プ

マ

ー

ク

設

置

作

業

を

終

え

て

会

長

松

谷

三

枝

好
天
に
恵
ま
れ
た
六
月
九

日
、
毎
年
恆
例
の
ス
ト
こ
フ

マ
ー
ク
設
置
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

貴
重
な
日
曜
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
に

は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
飛
び
出

し
を
し
な
い
よ
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
人
も
子
ど

も
も
必
ず
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
に

止
ま
り
、
右
・
左
を
確
か
め
て

か
ら
歩
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
三
、
〇
〇

〇
日
の
目
標
に
向
け
、
飛
び
出

し
は
絶
対
し
な
い
よ
う
注
意
し

あ
い
、
村
民
が
一
丸
と
な
っ
て

交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

※
足
型
を
作
っ
て
く
れ
た
竹
内

鉄
工
さ
ん
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス

ト

ッ

プ

マ

ー

ク

作

業
に

参

加

し
マ

福

田

利

世

今
日
は
母
の
会
の
人
た
ち
と

足
型
ス
ト
と
フ
マ
ー
ク
作
業
を

し
ま
し
た
。

九
時
三
十
分
か
ら
、
私
と
理

絵
子
さ
ん
と
小
見
さ
ん
と
糠
森

方
面
か
ら
作
業
を
は
じ
め
ま
し

た
。足

型
を
や
っ
て
黄
色
の
ペ
ン

加 虐

２，８０５
日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

安
全
な

運
転
を
し
て

命
を
守
れ
／

長
谷
川
紀
子 ス

ピ
ー
ド
四
出
し
す
ぎ

だ
れ
か
心
命
を

ね
ら
っ
て
い
る
／

竹

内

浩

飲んで乗 る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概 況

（平成３年） 青森県交通対策協議会

５ 月 累 計 死

者

の

う

ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ７

発
生

７０５
（６４８）

２，９８１
（２，６１８）

シ

｜

卜

ベ

ノレ

ト

着 用 義 務 者
（着けなければならない人）

２４

死
者

１３
（１０）

４９
（４７）

非 着 用 者
（着けていなかった人）

２２

傷者
８６３

（７８４）
３，６２９

（３，２７８）
う

ち、着けていれば
助かったと思われる人

２

（ ）内は前年。累計ぱ１月から ＿、
運動の重点

①飲酒、暴走運転の追放

②若年運転者、高齢者等の事故防止

③シートベルトの正しい着用の徹底

交通マナー・アップ青森 ’９１運動

（期間 ６月１日～１１月３０日）
シートベルト しめる心が 身を守 る



キ
を
塗
り
ま
す
。
作
業
は
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
終
っ
て
か
ら
の

ジ
ュ
ー
ス
は
お
い
し
か
っ
た
で

す
。ス

ト
ッ
プ
マ
ー
ク
に
止
ま
り

飛
び
出
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

福

田

理
絵
子

今
日
は
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
作

業
を
手
伝
い
ま
し
た
。

糠
森
の
方
か
ら
作
業
を
は
じ

め
ま
し
た
。
初
め
は
お
も
し
ろ

そ
う
だ
と
思
っ
た
の
に
、
ず
っ

と
歩
い
た
り
、
服
に
ペ
ン
キ
が

つ
い
た
り
、
暑
か
っ
た
り
で
つ

か
れ
ま
し
た
。

で
も
終
っ
て
か
ら
も
ら
っ
た

ジ
ュ
ー
ス
が
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
で
飛
び
出
し
を
し
な

い
で
ね
。

松

谷

小

見

今
日
は
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
つ

け
を
し
ま
し
た
。
私
と
理
絵
子

さ
ん
と
利
世
さ
ん
と
糠
森
の
方

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
ほ
う
き
を
持
っ
て
、
理

絵
子
さ
ん
と
利
世
さ
ん
は
ペ
ン

キ
で
し
た
。
帰
り
に
今
度
は
ペ

ン
キ
を
や
り
ま
し
た
。
そ
し
て

帰
っ
て
き
て
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
を

も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

み
ん
な
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
で

止
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

シートベルト

車社会の

身だしなみ
シートベルトの正しい着用方法

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

「‾蕪面白

交通事故

ご相談

●
電

話

の

ご

相

談

も

お

受

け

し

ま

す

一`
〇

一

七

七
一

二

二
一

一

〇

二

五
（
直

通

）

相
談
日
一
月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
〇
分

○
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

○
弁
護
士
相
談
日
一
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
一
時
～
四
時

社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会

青

森

自

動

車

保

険

請

求

相

談

セ

ン

タ

ー

哀
土
方
土
千
五
万

言
訌

打
打
勹
％

一（

付
言

貼゙

型

夏，全国交通安全運動

７月２１日～３０日



国 保

の
しおり

医

療

費

は

こ

ん

な

に

増

え

て

い

ま

す

医

療

費

増
大

の
主

な
原
因

は
、
人
口
の
高
齢
化

や
、
成
人

病
（
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
が
ん
）

な
ど
慢
性
疾
患
の
増
加
で
す
。

こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続

け
る
と
、
国
保
の
財
政
は
パ
ン

ク
し
て
し
ま
い
、
み
な
さ
ん
の

医
療
費
の
負
担
が
、
非
常
に
大

き
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

国民医療費の動向

・ 医療費の３分の１以上は成人病参

’１・医 療 費 の 状 況●・・

〔３月診療分〕
（単位：円）

国保 （若人分） 加入者数１，９８２人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当頤 費

人 院 １９ ３３９ ４，３８３，８５０ ２３０，７２９ ２，ｍ
入 院 外 ８０６ １，５７８ ９，９８３，１９０ １２，３８６ ５，０３７

歯 科 １３６ 川 ２，１２１，５５０ １５，６００ １，０７０

薬剤の支給 ８６ １２３回 ６８４，３３０ ７，９５７ ３４５

計 １，０４７ １７，１７２，９２０ １６，４０２ ８，６６４

退職者医療 加入者数６０人

区 分 件数 ［］数 医 療 費 一件当医療費 一人当医鱚

入 院 ２ ４０ ７０９，９３０ ３５４，９６５ １１，８３２

人 院 外 ２６ ４１ ３８９，３４０ １４，９７５ ６，４８９

歯 科 ５ ２１ １６０，３６０ ３２，０７２ ２，６７３

薬剤の支給 ２ ２回 ６，６００ ３，３００ １１０

計 ３５ １，２６６，２３０ ３６，１７８ ２１，１０４

老人医療 対象者数巛 人

区 分 件数 ［］数 医 療 費 一㈲ 嗹 費 一贈 医顫

人 院 １８ ３６０ ７，０９３，６００ ３９４，０８９ １５，９７７

入 院 外 ４１６ １，０１４ ８，６９９，５３０ ２０，９１２ １９，５９４

歯 科 １１ ２９ １４４，７８０ １３，１６２ ３２６

薬剤の支給 ４３ ７１回 ４８９，６２０ １１，３８７ １，１０３

施設療養費 １ ３１ ２２６，７７０ ２２６，７７０ ５ｎ
計 ４８９ １６，６５４，３００ ６６６，３２０ ３７，５１１

かまぼこか
ま
ぼ
こ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す

が
、
こ
れ
は
主
材
料
で
あ
る
ス

ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
の
影
響
で
す
。
ま

た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
骨
づ
く
り
に
は
も
っ
て

こ
い
の
食
べ
も
の
と
い
え
ま

す
。
ち
な
み
に
、
幼
児
が
公
園

の
ベ
ン
チ
の
塗
装
の
は
げ
た
所

を
む
し
っ
て
食
べ
る
よ
う
な
し

ぐ
さ
を
見
せ
た
ら
、
そ
の
子
は

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足
で
あ
る
と
専

門
家
は
い
い
ま
す
。

今
で
は
か
ま
け
こ
と
い
え
ば

板
の
上
に
つ
い
て
い
ま
す
が
、

昔
は
ナ
マ
ズ
の
す
り
身
を
細
い

竹
に
塗
り
つ
け
て
焼
い
た
ち
く

わ
状
の
も
の
で
し
た
。
そ
の
色

や
形
が
棣
物
の
蒲
の
穂
に
似
て

い
た
た
め
、
さ
ら
に
武
器
の
鉾

に
も
似
て
い
る
た
め
、
か
ま
ぼ

こ
の
名
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。



出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
机
匸
、
仕
事
匚
励
ん
で
お
ら
机
る
み
な
さ

ん
。
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
こ
ろ
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
い
、写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
の
一
週
間
は
、
全
国
安
全
週
間
で

す
。こ

の
安
全
週
間
は
、
「
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
対
策
と
安
全
意

識
の
高
揚
と
安
全
管
理
の
定
着
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

就
労
先
で
の
事
故
が
跡
を
絶
た
ず
、
災
害
事
故
に
対
応
し
た
安
全

管
理
の
徹
底
と
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
て

い
ま
す
。

▲

事

故

防

止

の

注

意

事

項

▼

①
事
業
所
（
会
社
）
に
は
就
業

規
則
や
現
場
の

。
き
ま
り
”

が
あ
る
の
で
、
責
任
者
の
指

示
に
従
い
注
意
を
よ
く
守
る

②
働
く
現
場
が
危
な
い
と
思
っ

た
ら
、
そ
の
こ
と
を
現
場
の

責
任
者
に
言
っ
て
、
な
お
し

て
も
ら
う
。

③
作
業
服
は
、
い
つ
も
清
潔
に

し
、
袖
口
や
ズ
ボ
ン
の
す
そ

は
し
っ
か
り
し
ぼ
り
、
は
き

物
は
作
業
に
適
し
た
安
全
靴

か
、
す
べ
り
止
め
の
よ
く
き

く
地
下
足
袋
を
は
く
。

④
現
場
で
は
、
従
事
す
る
作
業

に
適
し
た
保
護
め
が
ね
、
マ

ス
ク
、
耳
せ
ん
、
重
量
物
の

運
搬
等
に
は
保
護
手
袋
、
高

所
作
業
の
場
合
は
、
保
護
帽

や
安
全
帯
を
使
用
す
る
。

み
な
さ
ん
の
職
場
の
身
の
ま

わ
り
の
安
全
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。こ

の
安
全
週
間
を
機
会
に
ひ

と
り
ひ
と
り
が
安
全
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

材
料
は
、
グ
チ
（
イ
シ
モ
言

。

エ
ソ
、（

モ
、
ス
ケ
ソ
ウ
ダ
ラ
、

タ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
イ
ワ
シ
、
サ

バ
な
ど
。
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

の
発
達
で
、
夏
季
を
除
い
て
保

存
料
は
ほ
と
ん
ど
使
用

さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

（
お
も
し
ろ
魚
健
康
読
本
よ
り
）

消
費
生
活
情
報

は

っ

き

り

に
酊

る

甬
こ

虱

１
・

い
ま
青
森
県
内
で
は
、
次
の

よ
う
な
悪
質
商
法
の
苦
情
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

高

齢

者

の

ト

ラ

ブ

ル

や

被

害

が

増

え

て

い

ま

す

な
ぜ
高
齢
者
が
ね
ら
わ
れ
や

す
い
？

高
齢
者
は
、
一
般
的
に
特
有

の
弱

点

や
不

安

を

も
っ

て

お

り
、
そ
の
こ
と
が
悪
質
業
者
に

ね
ら
わ
れ
や
す
い
要
因
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

・
体
力
の
減
退
か
ら
く
る
健
康

不
安
。「
万
病
に
よ
く
効
く
」「
高

血
圧
が
治
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

健
康
器
具
や
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス

な
ど
を
買
っ
て
し
ま
う
。

・
情
報
収
集
能
力
と
判
断
力
の

低
下
に
よ
り
、
つ
い
買
っ
て
し

ま
う
。
「
消
防
署
の
方
か
ら
来

た
」
「
法
律
に
よ
り
設
置

義
務

が
あ
る
」
な
ど
の
ウ
ソ
の
説
明

に
疑
い
を
も
た
ず
、
消
火
器
、

ト
イ
レ
フ
ァ
ン
を
買
っ
て
し
ま

・
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に

①
た
く
み
な
話
術
、
や
さ
し
さ

に
ご
用
心
。

②
契
約
や
支
払
い
を
急
が
さ
れ

た
ら
ご
用
心
。

③
口
約
束
に
ご
用
心
。

④
う
ま
い
話
に
ご
用
心
。

こんな販売手口にご用心
かたり商法 催眠商法

（このような販売商法は通常ありえません ／）（当村にも以前このような商法が見られた）



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

所得税第１期分の

納期は７月３１日まで
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一
期

分
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
。

納
期
は
七
月
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

所
得
税
は
、
前
年
分
の
納
税

額
を
基
に
計
算
し
た
予
定
納
税

基
準
額
が
十
五
万
円
以
上
の
と

き
、
七
月
（
第
一
期
）
と
十
一

月
（
第
二
期
）
に
予
定
納
税
を

し
て
、
翌
年
の
確
定
申
告
で
一

年
間
の
税
金
を
精
算
す
る
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

退職金や

年金と税
退
職
金
に
は
所
得
税
と
住
民

税
と
が
か
か
り
、
通
常
、
退
職

金
の
支
給
を
受
け
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
税
金
が
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
。

退
職
金
は
、
長
い
間
の
勤
労

の
対
価
で
す
か
ら
、
他
の
所
得

よ
り
税
の
負
担
が
軽
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
や
恩
給
な

ど
の
支
払
い
の
際
に
、
年
金
等

の
種
類
や
受
給
者
の
年
齢
な
ど

に
応
じ
て
一
定
金
額
を
控
除
し

た
残
額
に
対
し
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

ｊ社会にいきる税国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私

た
ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
社
会
福
祉
の
充

実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教

育
や
科
学
の
振
興
な
ど
、
そ
の

活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や

地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
共
同
社
会
を
維
持
す

る
た
め
の
い
わ
ば
会
費
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
税
金

の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
も
十
分

に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
を

受

け

と
っ

た
ら

国
民
年
金
証
書
を

提
出
し
ま
し
ょ
う

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
人
は
、
今
年
か
ら
四
月
期
分

の
年
金
を
受
け
と
っ
た
と
き

と
、
八
月
期
分
の
年
金
を
受
け

取
っ
た
と
き
の
二
回
「
国
民
年

金
証
書
」
を
役
場
住
民
福
祉
課

国
民
年
金
の
係
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
四
月
期
分
の
と
き

は
、
新
年
金
額
で
の
支
払
金
額

を
記
入
す
る
た
め
に
、
八
月
期

分
の
時
は
、
本
人
や
家
族
の
所

得
状
況
を
確
認
し
、
八
月
か
ら

向
こ
う
一
年
間
の
年
金
が
受
け

７
月

３ １
日 は

国 民 健 康 保 険 税（ １ 期 ）

の 納 期 限 で す
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝



ら
れ
る
か
と
う
か
を
決
定
す
る

た
め
で
す
。

老
齢
福
祉
年
金
は
、
所
得
が

一
定
額
以
上
あ
る
と
年
金
が
全

額
支
給
停
止
、
ま
た
は
一
部
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
他
の
公
約
年
金
を
受

け
て
い
る
人
は
そ
の
年
金
額
改

定
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

学

生

の

み

な

さ

ん

保

険

料

の

免

除

制

度

が

あ

り

ま

す

二
十
歳
以
上
の
学
生
が
今
年

四
月
か
ら
国
民
年
金
の
強
制
加

入
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
が
納
付
で
き
な

い
と
き
に
、
申
請
し
て
所
得
が

一
定
の
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、

保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
免
除
制
度
は
学
生
の
被

保
険
者
に
も
適
用

さ
れ
ま
す

が
、
一
般
に
学
生
は
収
入
が
な

く
、
学
費
や
生
活
費
を
親
元
に

頼
っ
て
い
て
、
保
険
料
の
負
担

能
力
に
乏
し
い
こ
と
、
ま
た
親

元
等
の
負
担
が
過
大
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
学
生
用
の
保
険
料

免
除
基
準
が
定
め
ら
れ
、
一
般

の
申
請
免
除
よ
り
緩
和
さ
れ
て

い
ま
す
。

免
除
の
認
定
に
あ
た
っ
て

は
、
親
と
の
同
居
、
別
居
、
大

学
等
の
形
態
（
国
公
立
・
私
立
）

の
別
、
親
元
等
が
抱
え
る
学
生

の
数
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら
免

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
ら
ご
し
ま
し
ょ
つヽ
。

持ってますか

年 金 手 帳

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
匚
な
り
ま

し
た
。
最
近
の
水
着
は
特
に
カ
ラ

フ
ル
な
の
で
、
海
岸
は
花
が
咲
い

た
よ
う
な
美
し
さ
で
す
。

二
の
ご
ろ
の
子
ど
も
は
、
あ
ま

り
海
で
泳
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
プ
ー
ル
が
普
及
し
て
、
そ

二
で
水
泳
を
覚
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
波
の
あ
る
海

で
泳
ぐ
の
は
怖
い
と
い
う
子

が
多
い
よ
う
で
す
。
で
も
、

自
然
の
な
か
で
波
と
た
わ
む

れ
て
遊
ぶ
の
は
、
プ
ー
ル
と

違
っ
た
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
海
岸
で
は
、
海
の
生
物

刀
観
察
な
ど
も
楽
し
め
ま
す

と
こ
ろ
で
、
せ
っ
か
く
の
海
水

浴
も
、
海
が
汚
れ
て
い
て
は
台
無

し
で
す
。
ご
み
な
ど
を
、
散
ら
か
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
特
に
、

清
涼
飲
料
水
の
缶
に
つ
い
て
い
る

飲
み
口
の
リ
ン
グ
を
落
と
す
と
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
砂
の
な
か

に
人
つ
た
こ
の
リ
ン
グ
を
踏
ん
で
、

足
に
け
が
を
す
る
二
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
飲
み
終
わ
っ
た
ら
缶
の

な
か
に
入
れ
て
、
ご
み
箱
な
ど
に

捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
で
す
。
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
や
サ
ー
フ
ィ
ン
、

ボ
ー
ド
ーセ
ー
リ
ン
グ
や
水
上
バ
イ

ク
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
海
水
浴

客
と
の
事
故
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
と

き
は
、
場
所
な
ど
を
選
び
、
海
水

浴
客
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

七
月
二
十
日
は
「
海
の
記

念
日
」
、
二
の
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
は
「
海
の
旬
間
」
で

す
。
今
年
は
、
新
潟
県
を
中

心
と
し
た
「
第
六
回
海
の
祭

典
」
を
は
じ
め
、
全
国
各
地

で
多
彩
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

日
本
は
、
四
方
を
海
で
囲

ま
れ
た
海
洋
国
で
す
。
も
っ
と
海

に
関
心
を
も
ち
、
親
し
み
た
い
も

の
で
す
。



あ

せ

も

の

予

防

皮

膚

を
清

潔

に

保

つ

夏
に
な
る
と
「
あ
せ
も
に
悩

ま
さ
れ
る
」
と
い
う
人
も
少
な

く
な
い
で
し
ょ
う
。
首
や
ひ
じ

の
内
側
、
ひ
ざ
の
裏
や
わ
き
の

下
な
ど
に
よ
く
で
き
ま
す
。
特

に
気
温
の
高
い
場
所
で
働
く
人

や
乳
幼
児
、
太
っ
て
い
る
人
や

多
汗
症
の
人
に
で
き
や
す
い
と

い
え

ま
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
あ
せ
も
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

汗
は
酸
性
で
、
雑
菌
の
繁
殖

を
防
ぎ
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
ほ

う
っ
て
お
く
と
ア
ル
カ
リ
性
に

変
わ
り
、
逆
に
雑
菌
の
繁
殖
が

盛
ん
に
な
っ
て
、
汗
腺
が
ふ
さ

が
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
汗

が

出
る
に
出
ら
れ
ず
、
皮
膚
の
表

面
に
あ
る
ケ
ラ
チ
ン
と
呼

ば
れ

る
硬
い
タ
ン
パ
ク
質
層
に
た
ま

り
、
水
ぶ
く
れ
を
つ
く
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
あ
せ
も
の
初
期
で
、

水
ふ
く
れ
が
透
き
通
っ
て
見
え

ま
す
。
こ
れ
を
「
水
晶
様
あ
せ

も
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
段
階

で
は
、
か
ゆ
み
も
痛
み
も
あ
り

ま
せ
ん
。

さ
ら
に
症
状
が
ひ
ど
く
な
る

と
、
皮
膚
の
深
い
層
に
ま
で
汗

が
し
み
込
み
、
赤
い
ボ
ッ
ボ
ツ

が
で
ま
す
。
こ
れ
を
「
紅
色
あ

せ
も
」
と
い
い
ま
す
。
表
皮
に

た
ま
っ
た
汗

が
神
経
を
剌
激

し
、
か
ゆ
い
や
ら
痛
い
や
ら
と

本
物
の
あ
せ
も
に
な
り
ま
す
。

あ
せ
も
を
防
ぐ
に
は
、
汗
腺

が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
皮
膚

を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
一
番
大

切
で
す
。
汗
を
か
い
た
ら
、
顔

や
手
足
を
き
れ
い
に
洗
っ
た

り
、
濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
ふ
い

た
り
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
入
浴
を
毎
日
欠

か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ワ
ー
も
、
あ
せ
も
の
予

防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
「
汗

を
か
い
た
な
」
と
思
っ
た
ら
、

一
日
に
何
回
か
水
を
浴

び
た

り
、
せ
っ
け
ん
で
軽
く
洗
っ
て

ぬ
る
ま
湯
で
流
し
た
り
し
て
、

雑
菌
の
繁
殖
を
防
い
で
く
だ
さ

い
。パ

ウ
ダ
ー
で
、
皮
膚
の
表
面

の
汗
を
吸
い
取
る
の
も
い
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
、
付
け
過
ぎ

る
と
皮
膚
の
表
面
を
覆
っ
て
発

汗
を
妨
げ
、
か
え
っ
て
あ
せ
も

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

平 成 ３ 年

調 理 師 国 家 試 験 受

講 者 を 募 集 し ま す

平成３年調理師国家試験が次の と

おり実施されます。

下北食品衛生協会では、受験者に

対する試験準備講習会を実施します。

受 験を希望するみなさんは、ご参

加 ください。

Ｓ・受験申込み

７月１日～７月１２日

Ｓ・試験日

８月２５日（日）

青森市山田高等学校

Ｓ・受験準備講習会

８月８日・９日（２日間）

むっ保健所 会議室

Ｓ・問い合せ

むっ保健所内「下北食品衛生協会」

登⑩３２１４

満１歳になります

－ － －
長 島 太 平 洋 ち。ふ

（修・信子）

大佐井

戸籍の窓口
６ 月１５日 現在

○ お 誕 生 お め で と う

萬 谷 春 奈 （雅之 ）原 田

北 田 裕 哉 （ 豊 ）大 佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

｜ 田 中 勲 （矢 越）

森 屋 淳 子 （相模原 市）

（ 内 藤 光 （福 浦）

木川 田 万 由子 （む っ 市）

｜ 石川 原 義 一 （矢 越）

細 川 あ ゆみ （調 布 市）

（ 岩清 水 秀 一 （古 佐 井）

山 口 暁 美 （秦 野 市）

｜ 柳 谷 昭 雄 （大 間 町）

内 田 洋 子 （古 佐 井）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

越 膳 志 げ（龍 吉）福 浦

磯 川 ミ キ（ 博 ）古 佐井

下斗 米 久 子 に ずえ）原 田

横 浜 定三郎（き み）磯 谷

滝 本 清三郎（清 明）長 後

個 人のプ ライバシーを尊重する意

味で、載せてほしくない人は、届出

、の際に係まで申し出てください。 ツ

５月３１日現在人口（前月比）

男 １，８２８（－９）

女 １，８７９（一石）

計 ３７０７（一佃）

世帯数 １，１２０（－１）
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